
◎競馬法の一部を改正する法律 
（平成二九年一二月一五日法律第八一号）   

一、提案理由（平成二九年一一月三〇日・衆議院農林水産委員会） 

○齋藤国務大臣 競馬法の一部を改正する法律案につきまして、その提案の理由及び内

容を御説明申し上げます。 

 我が国の地方競馬は、景気の低迷、趣味や娯楽の多様化等に伴い、平成二十三年度に

は平成三年度のピーク時に比べ売り上げが約三分の一の水準にまで減少するなど、地方

競馬主催者の多くは事業収支が厳しい状況となっています。 

 このため、全ての地方競馬主催者が共同で、地方競馬全国協会からの補助を受けなが

ら、投票集計システムの共通化、重複開催の減少、中央競馬との勝馬投票券の相互販売

等を内容とする地方競馬の活性化に取り組んだ結果、地方競馬の売り上げは平成二十四

年度以降増加に転じ、平成二十六年度には全ての地方競馬主催者の単年度収支が黒字化

するなど、地方競馬主催者の経営改善に大きな成果を上げてきたところであります。 

 しかしながら、平成二十八年度において、構成元の地方公共団体に対して収益金を配

分することができているのは全十四主催者中五主催者にとどまっており、地方競馬主催

者の経営改善は道半ばの状況にあります。 

 このため、これまでの取引を引き続き推進するとともに、競馬の最大のだいご味であ

る強い馬づくりや地方競馬そのものの魅力向上など地方競馬主催者の経営改善を後押し

するための取り組みを実施していくことが重要であります。 

 地方競馬をめぐるこのような状況に鑑み、地方競馬全国協会が地方競馬の活性化や競

走馬の生産振興のために行う補助事業に必要な資金を確保するため、地方競馬全国協会

の勘定間の繰り入れの措置及び日本中央競馬会から資金を交付する措置の期限を五年間

延長することとしております。 

 以上が、この法律案の提案の理由及び内容であります。 

 何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに御可決いただきますようお願いを申し上げます。 

二、衆議院農林水産委員長報告（平成二九年一二月五日） 

○伊東良孝君 ただいま議題となりました法律案につきまして、農林水産委員会におけ

る審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、近年における地方競馬主催者の厳しい事業収支の状況に鑑み、地方競馬全国

協会が行う地方競馬の活性化のための業務等に必要な資金を確保するため、平成二十九

年度までとされている地方競馬全国協会の勘定間の繰り入れの措置及び平成二十九年十

二月末までとされている日本中央競馬会から資金を交付する措置の期限を五年間延長す

るものであります。 

 本案は、去る十一月二十九日本委員会に付託され、翌三十日齋藤農林水産大臣から提

案理由の説明を聴取し、本日、質疑を行い、採決いたしましたところ、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと議決した次第であります。 



 なお、本案に対し附帯決議が付されました。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成二九年一二月五日） 

 地方競馬は、長期にわたる売上額の減少により厳しい経営状況が続いていたが、主催

者が、地方競馬活性化事業等による活性化に取り組んだ結果、近年、全主催者の単年度

収支が黒字化するなど経営改善がみられる状況となった。しかしながら、収益金を構成

元の地方公共団体へ配分することができている主催者は、十四主催者中五主催者にとど

まっており、経営改善は道半ばの状況にある。また、競走馬生産は縮小傾向にあり、地

方競馬の活性化に必要な質の高い競走馬の供給を確保するため、その生産振興を図る必

要がある。 

 こうした状況を踏まえ、地方競馬がこれまで畜産振興や地域経済等に重要な役割を果

たしてきたことに鑑み、更なる経営改善により地方競馬の振興を図る必要がある。 

 よって政府は、本法の施行に当たり、左記事項の実現に万全を期すべきである。 

     記 

一 地方競馬全国協会の行う業務に必要な資金の確保措置の五年間の延長を受け、計画 

的に地方競馬活性化事業及び競走馬生産振興事業を実施することにより地方競馬の経 

営状況を更に改善し、地方競馬が畜産の振興及び地方財政の改善に一層貢献できるよ 

う指導すること。 

  また、強い競走馬づくりを推進し、馬産地の振興を図るため、地方発の有力馬を育 

成・活用する施設整備、人材育成への支援が行われるよう指導すること。 

二 競馬の売上げの一部が畜産の振興、社会福祉事業の振興及び地方財政の改善に貢献 

していることにつき、国民一般の理解が一層深まるよう努めること。 

三 競馬場の入場者数の増加は、競馬関連の雇用を創出するなど地域経済へ寄与するこ 

とが見込まれるため、家族連れで入場しやすい親しみのある競馬場づくり、ファンサ 

ービスの向上、競馬場周辺の観光との連携等来場促進の取組がなされるよう指導する 

こと。 

四 本法に基づく資金確保措置による経営改善の効果を常に分析・検証し、その結果を 

公開するとともに、これに基づき、地方競馬の振興の在り方について必要な措置の検 

討を進めること。 

 右決議する。 

三、参議院農林水産委員長報告（平成二九年一二月八日） 

○岩井茂樹君 ただいま議題となりました法律案につきまして、農林水産委員会におけ

る審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、近年における地方競馬主催者の厳しい事業収支の状況に鑑み、地方競馬

の振興等を図るため、地方競馬全国協会の行う業務に必要な資金の確保措置の期限延長

を行おうとするものであります。 



 委員会におきましては、資金確保措置の期限延長の必要性、競馬場の入場者を増やす

ための方策、馬産地支援の取組等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録に

よって御承知願います。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 なお、本法律案に対して附帯決議を行いました。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成二九年一二月七日） 

 地方競馬は、長期にわたる売上額の減少により厳しい経営状況が続いていたが、主催

者が、地方競馬活性化事業等による活性化に取り組んだ結果、近年、全主催者の単年度

収支が黒字化するなど経営改善がみられる状況となった。しかしながら、収益金を構成

元の地方公共団体へ配分することができている主催者は、十四主催者中五主催者にとど

まっており、経営改善は道半ばの状況にある。また、競走馬生産は縮小傾向にあり、地

方競馬の活性化に必要な質の高い競走馬の供給を確保するため、その生産振興を図る必

要がある。 

 こうした状況を踏まえ、地方競馬がこれまで畜産振興や地域経済等に重要な役割を果

たしてきたことに鑑み、更なる経営改善により地方競馬の振興を図る必要がある。 

 よって政府は、本法の施行に当たり、次の事項の実現に万全を期すべきである。 

一 地方競馬全国協会の行う業務に必要な資金の確保措置の五年間の延長を受け、計画 

的に地方競馬活性化事業及び競走馬生産振興事業を実施することにより地方競馬の経 

営状況を更に改善し、地方競馬が畜産の振興及び地方財政の改善に一層貢献できるよ 

う指導すること。 

  また、強い競走馬づくりを推進し、馬産地の振興を図るため、地方発の有力馬を育 

成・活用する施設整備、人材育成への支援が行われるよう指導すること。 

二 競馬の売上げの一部が畜産の振興、社会福祉事業の振興及び地方財政の改善に貢献 

していることについて具体的な実績を明らかにし、国民一般の理解が一層深まるよう 

努めること。 

三 競馬場の入場者数の増加は、競馬関連の雇用を創出するなど地域経済へ寄与するこ 

とが見込まれるため、家族連れで入場しやすい親しみのある競馬場づくり、ファンサ

ービスの向上、競馬場周辺の観光との連携等来場促進の取組がなされるよう指導する

こと。 

四 本法に基づく資金確保措置による経営改善の効果を常に分析・検証し、その結果を

公開するとともに、これに基づき、地方競馬の振興の在り方について必要な措置の検

討を進めること。 

  右決議する。 


